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（
村
道
一
級
一
号
線
等
）は
、元
年
度
に

完
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、人
口
減
少
対

策
と
し
て
若
者
定
住
促
進
住
宅
二
棟

の
建
設
を
行
い
ま
し
た
。

産
業
振
興
事
業
で
は
、
県
営
中
山

間
総
合
整
備
事
業
に
よ
る
用
排
水
施

設
整
備
、農
道
整
備
、圃
場
整
備
が
計

画
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
単
独
事

業
で
は
、
令
和
三
年
三
月
に
運
営
を

開
始
す
る
穂
高
広
域
施
設
組
合
新
ご

み
処
理
施
設
の
建
設
工
事
負
担
金
を

支
出
し
ま
し
た
。

防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
と
し
て
、

役
場
庁
舎
非
常
用
電
源
の
整
備
、
消

防
小
型
ポ
ン
プ
積
載
車
一
台
を
更
新

し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
事
業
で
は
、令
和
元
年
一

〇
月
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
こ
と
か
ら
、
道
路
及
び
農
林
業

施
設
の
復
旧
工
事
を
実
施
し
、
早
期

復
旧
に
努
め
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
契
約
を
結
ぶ
松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ
と
連
携
し
、
村
民
運
動
会

や
元
気
づ
く
り
支
援
金
を
活
用
し
た

ラ
ン
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
デ
ー
の
特
産
品
販
売
等
、地

域
活
性
化
や
青
少
年
育
成
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
事
業
は
、
保
育
料
の

三
歳
以
上
、
第
三
子
以
降
の
無
料
化

や
、一
八
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
持
つ
世
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（単位:万円）

※その他は、議会費、商工費、災害復旧費※その他は、使用料、繰越金、地方譲与税など
（普通会計とは一般会計と村営バスの特別会計を合計したものです）

地方交付税

国庫支出金

村　税

地方債

繰入金
県支出金

その他

民生費

農林水産費

総務費

教育費

公債費

土木費

衛生費

消防費
その他

歳 入
令和元年度 21億 225万円
平成30年度 22億1,974万円

歳 出
令和元年度 21億3,515万円
平成30年度 22億6,020万円

普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出普通会計の歳入歳出

113,165110,495

24,34627,499
1,5111,727
12,34615,792

15,89216,083

33,798
40,488

12,457
13,936

39,22850,025

42,365
41,191

23,054
35,764

23,607

24,152
26,500

23,124
15,310

24,861 21,737

9,349 9,585
7,372

8,8396,136

令和元年度
生坂村の決算
議会9月定例会で認定

令
和
元
年
度
生
坂
村
歳
入
歳
出
決

算
が
九
月
村
議
会
定
例
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

第
五
次
総
合
計
画
の
最
終
年
度
と

な
る
令
和
元
年
度
は
、
当
計
画
を
基

幹
と
し
て
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
や
い
く
さ
か「
村
づ
く
り
」
計
画
に

基
づ
く
、
住
民
福
祉
の
向
上
や
産
業

振
興
等
を
図
る
た
め
の
各
種
事
業
の

実
施
と
、
人
口
減
少
対
策
に
お
け
る

「
生
坂
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」に
沿
っ
た
施
策
を
着
実
に

推
進
し
ま
し
た
。

主
な
建
設
事
業
と
し
て
、
前
年
度

予
算
を
繰
り
越
し
た
道
路
改
良
事
業
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帯
の
水
道
料
金
補
助
に
よ
り
生
活
支

援
を
行
う
「
健
や
か
に
産
み
育
む
子

育
て
支
援
金
」、
保
育
園
、
小
中
学
校

の
給
食
費
の
無
償
化
を
行
い
、子
育
て

世
代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図
り

ま
し
た
。

保
健
事
業
で
は
、
各
種
検
診
や
教

室
を
通
じ
た
健
康
指
導
、
訪
問
事
業

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
他
に
も
、

各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
出
産
祝
金
等

の
事
業
を
行
い
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
の

支
援
や
取
り
組
み
を
展
開
し
ま
し
た
。

元
年
度
の
普
通
会
計
の
歳
入
決
算

は
、
村
税
一
億
五
，
八
九
二
万
円
、
地

方
交
付
税
は
一
一
億
三
，一
六
五
万
円

で
前
年
度
に
比
べ
、二
，六
七
〇
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
事

業
の
減
少
に
伴
い
、
特
定
財
源
の
国

庫
支
出
金
は
、
前
年
度
比
一
，四
七
九

万
円
減
の
一
億
二
，四
五
七
万
円
、
県

支
出
金
は
三
，四
四
六
万
円
減
の
一
億

二
，三
四
六
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、地
方
債
は
、平
成
三
〇
年
度
か
ら

繰
越
し
た
事
業
分
も
含
め
て
三
億
三
，

七
九
八
万
円
の
借
入
を
行
い
ま
し
た
。

普
通
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
前
年

度
比
一
億
二
，五
〇
五
万
円
減
の
二
一

億
三
，五
一
五
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
決
算
は
、
普
通
建
設
事
業
で

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
、

定
住
促
進
住
宅
建
設
事
業
、
県
営
中

山
間
総
合
整
備
事
業
等
の
実
施
に
よ

り
全
体
で
三
億
四
九
，三
一
万
円
、
前

年
度
よ
り
二
億
一
，一
〇
八
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、義
務
的
経

費
で
は
人
件
費
で
三
億
五
，一
五
七
万

円
、公
債
費
で
二
億
三
，六
〇
七
万
円

と
な
り
ま
し
た
。そ
の
他
、
積
立
金
は

七
，一
九
八
万
円
の
積
立
を
行
い
、
特

別
会
計
を
含
め
た
年
度
末
の
積
立
金

の
残
高
は
十
七
億
〇
，二
六
九
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

普
通
会
計
の
歳
出
総
額
は
二
一
億

二
二
五
万
円
で
前
年
度
比
一
億
一
，七

四
九
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
き
め
細
や
か
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
、福
祉
の
向
上
や
産
業

振
興
等
、
村
の
活
性
化
を
図
る
各
施

策
を
進
め
な
が
ら
、
財
政
運
営
の
健

全
化
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

会計区分 歳入総額 歳出総額 差引額

普
通
会
計

一般会計 212,560 209,362 3,198
（うち繰越額555）

村営バス 3,390 3,298 92

（会計間繰入） △ 2,435 △ 2,435

小　　計 213,515 210,225 3,290

福 祉 セ ン タ ー 11,181 11,180 1

簡 易 水 道 7,148 7,043 105

国 民 健 康 保 険 24,360 24,327 33

農 業 集 落 排 水 9,065 9,023 42

介 護 保 険 30,823 30,820 3

後期高齢者医療 2,861 2,861 0

小　　計 85,438 85,254 184

合　　計 298,953 295,479 3,474

会計別決算額 （単位：万円）

区　　　分 決算額 収入未済額 不納欠損額

村 民 税 6,371 136 37

固 定 資 産 税 8,636 187 187

軽 自 動 車 税 738 6 2

村 た ば こ 税 147 0 0

合　　計 15,892 329 226

村税の状況 （単位：万円）

「収入未済額」…その年度の歳入として調定した額のうち、会計
年度中に納入されなかった額のこと。この収入未済金は、翌年
度も引き続き徴収に努めることになります。

「不納欠損」…滞納分の徴収金が破産、死亡、行方不明等、何ら
かの理由により徴収できなくなったとして、その調定の金額を
消滅させること。（その処理を行った金額）

元年度増減 元年度末計 会 計 名

財 政 調 整 基 金 38 52,269

一 般 会 計

減 債 基 金 5,237 21,480

土 地 開 発 基 金 0 1,916

ふ る さ と 育 成 基 金 0 1,860

地 域 振 興 基 金 89 62,897

ふ る さ と 水 と 土 基 金 0 705

地 域 福 祉 基 金 0 13,027

中山間地域活性化推進事業基金 0 1,018

福 祉 の 村 づ くり 推 進 基 金 0 1,723

ふるさと「いくさか」応援基金 1,740 4,897

有線テレビジョン放送施設等管理運営基金 228 1,182

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 66 66

小　　計 7,398 163,040

国 民 健 康 保 険 基 金 -200 7,220 国 保 特 別 会 計

福 祉 セ ン タ ー 基 金 0 9 福祉センター特別会計

介 護 保 険 支 払 準 備 基 金 0 0 介護保険特別会計

小　　計 -200 7,229

合　　計 7,198 170,269

積立金（貯金）の状況 （単位：万円）

区　　分 令和元年度末現在高 平成30年度末現在高

普通会計 ２６億８,099 万円 ２５億６,３２１万円

簡易水道 １億３,３１５万円 １億３,３５０万円

下 水 道 ４億５,８６１万円 ５億１,４１１万円
３２億１０８２万円 ４１億７２８７万円

合　　計 ３２億７,２７５万円 ３２億１,０８２万円

村債（借金）の状況
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部門別の主な事業費令和元年度に使われた
◦総務部門 （単位：万円）

広報「いくさか」 132
公共施設個別施設計画策定業務 825
村民会館、役場手摺設置工事 127
いくさか大好き隊事業（隊員12名） 4,241
生坂村絆づくり支援金（6団体交付・過疎対策事業債ソフト分） 139
ふるさと納税返礼品負担金 554
移住定住及び空き家対策事業補助金 200
第6次総合計画作成業務 223
交通災害共済会費（全村民無料化） 50
区振興交付金（10地区） 445
ＣＡＴＶ・ブロードバンド施設関係 533
戸籍・住民基本台帳関係 1,072
結婚祝金（4件・過疎対策事業債ソフト分） 40

◦民生部門
福祉医療給付事業 1,281
社会福祉協議会事業補助金 681
障がい者自立支援サービス費（障がい福祉サービス費、地域生活支援事業等） 3,099
障がい者福祉事業 414
シルバー人材センター運営負担金 194
復活！生坂産「ころ柿」事業（元気づくり支援金事業） 58
老人クラブ活動補助金等交付支給（連合会1、支部5） 49
後期高齢者医療広域連合負担金 2,977
養護老人ホーム措置費（5人） 673
長寿祝金事業（白寿2人、米寿26人） 35
生きがい活動支援通所事業（延べ747人） 638
配食サービス事業　延べ5,849食 234
高齢者生活福祉センター運営事業（14世帯16名） 628
寝たきり老人理髪給付事業（延べ50人） 7
保育所運営費 6,786
児童手当支給事業 1,981
健やかに産み育む子育て支援事業（延べ255名・過疎対策事業債ソフト分） 66

◦衛生部門
伝染病予防対策事業（過疎対策事業債ソフト分） 432
病院群輪番制病院運営事業負担金 32
成人病予防対策事業（各種検診他） 435
出産祝金支援事業（15名・過疎対策事業債ソフト分） 175
母子保健事業、幼児眼科健診事業、子育て支援犀龍小太郎助成金 98
安曇野松筑広域環境施設組合負担金 233
可・不燃ごみ処理委託料　等 913
穂高広域施設組合負担金 2,759
穂高広域施設組合新ごみ処理施設建設工事負担金 5,811

◦農林部門
令和元年度県営中山間総合整備事業いくさか地区 4,650
米の生産調整対策関連事業（村内一円） 102

（公財）生坂村農業公社運営事業（保有合理化事業等） 3,294
青年就農給付金事業（経営開始型） 675
産地パワーアップ事業（4経営体） 446
中山間地域直接支払事業（8集落・40.4ha） 795
多面的機能支払交付金事業（共同活動7地区、向上活動2地区） 496
施設管理補助金（３施設） 262
鳥獣害防除機具設置事業補助金（12件） 53
有機で創る元気な里づくり事業　スーパーぼかしを作った野菜作り（元気づくり支援金事業） 258
生き活き生坂農業所得向上応援プログラム事業（元気づくり支援金事業） 641
クリーン精米機設置に伴う造成工事 140
鳥獣被害防止対策侵入防護柵設置工事（小立野区、下生野区） 409
松林健全化推進事業（空中散布防除、伐倒くん蒸処理） 1,076
林道橋梁点検診断業務 247
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◦商工観光部門
商工会補助金及び小規模事業指導費 400
いくさかマル得商品券発行事業補助金 195

◦土木部門
社会資本整備総合交付金事業（繰越分）
　道路改良工事（村道西398号線 宇留賀） 2,501
　法面工事（村道２級３号線 日岐） 2,128
　道路改築工事（村道１級１号線 草尾） 3,672
令和元年度社会資本整備総合交付金事業
　道路改良工事（村道西６４６号線　グリーンベルト） 2,617
　水道管仮設・布設替工事（宇留賀） 552
　道路舗装工事（村道東646号線　上生坂区大原） 587
　各工事測量、積算設計監理業務等委託（５件） 603
村単道路工事（6件）（繰越事業含む） 2,104
除雪事業費 192
若者定住促進住宅宅地造成工事（繰越分） 3,661
若者定住促進住宅建設事業 5,158

◦消防部門
小型動力ポンプ積載車購入（草尾部） 843
消防団活性化事業備品整備 105
役場庁舎非常用電源整備事業 2,640

◦教育部門
小学校
スクールバス運行委託料 230
学級支援員配置事業、学校図書館司書配置事業 550
小学校施設改修事業 213

中学校
ＩＣＴ共同調達負担金 136
外国青年（ALT）招致事業 387

社会教育及び社会体育事業等 その他
文化講演会等、文化系教室等費用（６教室） 32
体育系教室（９教室）、各種大会等 64
体育協会補助金 58
地域未来塾 47
海洋センタープールろ過機ろ材交換、タンク内塗装修繕工事 156
イクラン！松本山雅ＦＣ（元気づくり支援金事業） 139

児童館・生涯学習施設事業
児童館・児童クラブ事業、放課後子どもプラン推進事業 541
図書館司書配置事業、学級支援員配置事業 321

その他教育事業
私学助成補助（６名）、奨学金（大学生４名） 228
入学祝金支給事業（32名・過疎対策事業債ソフト分） 52
標津町中学校交流学習事業 128

給食センター事業
学校給食安心・安全対策事業補助金、学校給食弁当代替者対応補助金 562

◦災害復旧部門
土木災害復旧事業
　道路災害復旧工事（村道２級２号線 池沢） 1,617
　　　　〃　　　　（村道２級10号線 込地） 8,514
　各工事測量・積算設計管理業務等委託（３件） 1,381
農地災害復旧事業
　台風１９号豪雨災害復旧工事（下生野揚水機） 995
　台風１９号豪雨災害復旧工事（下生坂） 165
林道災害復旧事業
　林道災害復旧工事（池沢線） 64



6

■令和元年度決算に基づく生坂村の健全化判断比率
健全化判断比率（指標名） 生　坂　村 早期健全化基準 財政再生基準 解　　　　　　説

①実質赤字比率 − 15.00 20.00
標準財政規模に対する一般会計等（村では「一般」、「村
営バス」会計を言います）における実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

②連結実質赤字比率 − 20.00 30.00
標準財政規模に対する地方公共団体すべての会計に
おける実質赤字の割合

［参考：前年度／生坂村 ― ］

③実質公債費比率 6.9％ 25.00 35.00
標準財政規模に対する一般会計等が負担する元利償
還金、準元利償還金の割合の3 ヵ年平均

［参考:前年度/生坂村7.2%］

④将来負担比率 − 350.00
標準財政規模に対する一般会計等が将来負担すべき
実質的な負債の額の割合

［参考:前年度/生坂村 ―］

※当村では実質赤字、連結実質赤字、将来負担比率が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

■令和元年度決算に基づく生坂村の資金不足比率
会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準 解　　　　　　説

簡易水道特別会計 − 20.00 　
各公営企業会計における事業規模に対する資金の不足
額の割合 … 公営企業会計にあっては、生坂村は左記
の３会計があります。

［参考：前年度／生坂村3会計とも − ］

農業集落排水特別会計 − 20.00 　

福祉センター特別会計  − 20.00 　

※当村では資金不足が生じなかったため、「―」 … 数値なしとなりました。

生坂村の財政健全化判断比率等の状況
　財政健全化判断比率等の状況

　地方公共団体の財政の健全化を目的とした「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、市町村は
毎年度健全化判断比率を監査委員の審査に付して議会に報告し、公表することが義務づけられています。
　令和元年度の決算等の数値を用いて、健全化判断比率や資金不足比率を次のとおり算定し、７月に監査委員
の審査を受けて９月に議会へ報告を行いました。

◎村の財政状況について、健全化判断比率や解説に関する用語説明などは、
　生坂村ホームページで公表しておりますので、ご覧ください。
　　　　URL:http://www.village.ikusaka.nagano.jp

◎県内の状況は、長野県ホームページでもご覧いただけます。
　　　　URL:http://www.pref.nagano.jp

内　　　　容 金　　　額 備　　　　　考
激励金 13,000
総会等に係る酒 46,388 各種団体
村特産品試供品 147,130 ぶどう他特産品

計 206,518

（単位：円）

令和元年度 村長交際費の状況について
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【新ごみ処理施設へのごみの受入れスケジュール】

 

新ごみ処理施設のごみピット

可燃ごみ

不燃ごみ

可燃性粗大ごみ

　　　　　　　　　　　　　【お問い合わせ先】　穂高広域施設組合　電話　0263-82-2147

別する際には直接関係ありません。
分
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生坂小学校
児童会活動紹介

小学校だより　
生
坂
小
学
校
で
は
本
年
度
、
四
つ

の
委
員
会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
委
員
会
で
、
目
標
に
向
け

て
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
各
委
員
会
の
目
標
、
活
動
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
い
さ
つ
が
で
き
、昨
年
よ
り
も
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
人
が
増
え
た
と
思
い

ま
す
。一
〇
月
か
ら
は
、一
ヶ
月
に
一
度

児
童
集
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
全

校
の
み
ん
な
が
仲
良
く
な
れ
る
よ
う

な
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

健
康
委
員
会

一
　
委
員
会
目
標

　
「
全
校
の
み
ん
な
が
健
康
で
い
ら
れ

る
よ
う
な
活
動
を
し
よ
う
」

二
　
メ
ン
バ
ー

委
員
長
：
藤
澤
恒
亮

副
委
員
長
：
小
口
真
白

書
記
：
平
林
翼
紗

五
年
生
・
市
川
結
唯
・
後
藤
杏
奈
・

吉
井
智
哉

四
年
生
・
髙
木
胡
野
奏
・
濵
野
楽
・

生
活
委
員
会

一
　
委
員
会
目
標

　
「
い
じ
め
が
な
く
、
全
校
の
み
ん
な

が
あ
い
さ
つ
を
し
、明
る
い
学
校
に
し

よ
う
」

二
　
メ
ン
バ
ー

児
童
会
長
・
委
員
長
：
平
林
巧
大　

児
童
会
副
会
長
・
副
委
員
長
：

吉
澤
颯
真

書
記
：
松
本
栞
里
・
牛
越
美
音

五
年
生
・
五
十
嵐
拓
実
・
皿
井
愛
子
・

平
林
紗
妃
・
平
林
蘭

四
年
生
・
小
池
柊
都
・
平
林
花
帆
・

山
口
ゆ
う

三
　
こ
れ
ま
で
活
動
し
て

　

今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
思
う
よ
う
に
活
動

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、そ
の
中
で
も
、

ぼ
く
た
ち
は
、あ
い
さ
つ
運
動
に
力
を

入
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
計
画
で
は
、毎
朝
、各
学

年
順
番
に
、
生
活
委
員
が
あ
い
さ
つ

訪
問
を
す
る
予
定
で
し
た
。し
か
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

の
た
め
、こ
れ
を
中
止
し
、昨
年
ま
で

行
っ
て
い
た
あ
い
さ
つ
ビ
ン
ゴ
を
参
考

に
し
て
、あ
い
さ
つ
カ
ー
ド
を
作
り
ま

し
た
。
す
ご
ろ
く
の
よ
う
に
、あ
い
さ

つ
を
し
た
ら
色
を
塗
り
マ
ス
を
進
め

て
い
く
も
の
で
す
。
楽
し
み
な
が
ら
、

平
林
隼

三
　
こ
れ
ま
で
活
動
し
て

　

今
年
は
、
昨
年
度
ま
で
と
は
違
う

や
り
方
で
児
童
会
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
ず
、は
じ
め
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
呼
び

か
け
ポ
ス
タ
ー
を
作
り
、校
舎
内
に
貼

り
ま
し
た
。ポ
ス
タ
ー
の
内
容
は
、マ

ス
ク
の
着
用
や
ハ
ン
カ
チ
を
二
枚
も
っ

て
く
る
こ
と
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
す

る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、ポ
ス
タ
ー
で
呼
び
か
け
る
だ

け
で
な
く
、
手
洗
い
・
う
が
い
、ハ
ン

カ
チ
調
べ
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。休
校

明
け
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、一
回
目
の

ハ
ン
カ
チ
調
べ
は
六
年
生
中
心
に
行
い

ま
し
た
が
、二
回
目
は
、
委
員
の
み
ん

な
と
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

当
番
活
動
も
、
み
ん
な
で
協
力
し

て
で
き
て
い
る
の
で
こ
れ
か
ら
も
、続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

図
書
委
員
会

一
　
委
員
会
目
標

「
全
校
の
み
ん
な
に
図
書
館
に
来
て
も

ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
よ
う
！
」

二
　
メ
ン
バ
ー

委
員
長
：
藤
澤
琴
羽

副
委
員
長
：
日
岐
愛
美

書
記
：
小
林
義
典

五
年
生
・
腰
原
桜
・
中
山
愛
唯
・

平
林
真
依
・
森
野
晃
如

四
年
生
・
髙
木
つ
き
・
宮
川
隼
斗
・

森
野
彩
七

三
　
こ
れ
ま
で
活
動
し
て

　

今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
の
休
校
等
で
、
予
定
し
て

い
た
企
画
が
す
べ
て
で
き
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
末
の
第
一
回
児
童
会
も
で

き
ず
、
新
年
度
に
な
っ
て
か
ら
、
第
一

回
を
行
い
ま
し
た
。
最
初
の
児
童
会

は
、全
然
う
ま
く
進
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。で
も
、少
し
ず
つ
う
ま
く
進
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
良

か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、や
ろ
う
と
し
て
い
た
活
動
も

計
画
し
直
し
、七
月
に
は「
七
夕
企
画
」

を
計
画
し
ま
し
た
。
短
冊
に
図
書
館

に
入
れ
て
欲
し
い
リ
ク
エ
ス
ト
本
を

記
入
し
、
飾
り
ま
し
た
。
他
に
も
、
今



は
読
書
グ
ラ
ン
プ
リ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
図
書
館
に
来
て
本
を

借
り
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
企
画
を

考
え
ま
し
た
。

　

当
番
活
動
も
、一
学
期
は
委
員
の
み

ん
な
が
忘
れ
ず
に
、毎
回
で
き
て
い
る

の
で
良
い
と
思
い
ま
す
。二
学
期
も
、

全
校
の
み
ん
な
が
使
い
や
す
い
図
書
館

に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

環
境
委
員
会

一
　
委
員
会
目
標

　
「
体
育
館
の
ル
ー
ル
を
守
れ
て
、そ

う
じ
が
で
き
る
学
校
を
作
ろ
う
！
」

二
　
メ
ン
バ
ー

委
員
長
：
金
元
夢
唯　

副
委
員
長
：
原
田
優
歩　

書
記
：
深
澤
里
駆

五
年
生
・
櫻
田
ひ
か
り
・
藤
澤
嘉
人
・

藤
原
優
杏
・
森
野
有
道

四
年
生
・
金
元
拓
夢
・
日
岐
愛
莉
・

藤
澤
泰
良

す
る
人
が
い
な
く
な
っ
た
り
、け
ん
か

も
少
な
く
な
っ
た
り
し
て
良
か
っ
た

で
す
。引
き
続
き
、当
番
活
動
を
し
っ

か
り
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
運
動
会
を
開
催

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
運
動
会
。当

初
予
定
の
五
月
か
ら
九
月
一
九
日（
土
）

に
変
更
し
て
、開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

三
　
こ
れ
ま
で
活
動
し
て

　

今
年
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
休
校
な
ど
で
、は
じ
め

に
考
え
て
い
た
活
動
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
の
分
、日
々
の
当
番
活
動

を
委
員
の
み
ん
な
で
確
認
し
、
体
育

館
の
使
い
方
を
見
直
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

児
童
会
の
時
間
は
、委
員
の
み
ん
な

が
た
く
さ
ん
意
見
を
出
し
て
く
れ
て
、

児
童
会
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
、新
し
い

活
動
も
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。人
権
の
花
の
世
話
で
は
、水
や

り
を
忘
れ
ず
、き
れ
い
な
花
を
育
て
る

こ
と
が
で
き
、九
月
終
わ
り
に
は
、道

の
駅
や
村
役
場
な
ど
に
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。地
域
の
方
々
に
見
て

も
ら
え
て
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、体
育
館
の
使
い
方
の
見
直
し

を
し
、新
し
い
体
育
館
の
マ
ナ
ー
を
作

り
ま
し
た
。全
校
の
み
ん
な
が
け
が
を

　

運
動
会
当
日
、
ぼ
く
は
自
分
の
全

力
を
出
し
切
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。し

か
し
、本
番
の
緊
張
の
た
め
か
、自
分

の
中
で
の
全
力
が
出
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。ぼ
く
は
、残
念
に
思
い
ま
し
た
が
、

母
は
、す
ご
く
良
か
っ
た
と
ほ
め
て
く

れ
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、長
い
間
、あ
こ
が
れ
て
き

た
応
援
団
長
に
な
れ
た
う
れ
し
さ
と

母
に
ほ
め
ら
れ
た
う
れ
し
さ
で
、胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。と
て
も
思

い
出
に
残
る
楽
し
い
運
動
会
に
な
り

ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
運
動
会
で
絶
対
勝
つ
と
い

う
思
い
を
込
め
て
、一
生
懸
命
や
り
ま

し
た
。

　

最
後
に
、エ
ー
ル
の
交
換
で
は
、
赤

組
は
敵
だ
け
れ
ど
赤
組
も
白
組
の
一

緒
に
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
を

込
め
て
行
い
ま
し
た
。団
長
同
士
で
言

う「
最
高
の
運
動
会
に
し
よ
う
。生
坂

小
学
校
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
、今
ま
で

以
上
に
気
持
ち
を
込
め
て
大
き
な
声

で
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

結
果
は
、白
組
が
負
け
て
し
ま
っ
た

け
れ
ど
、応
援
団
や
白
組
の
み
ん
な
と

協
力
し
て
で
き
ま
し
た
。赤
組
の
み
ん

な
と
も
良
い
勝
負
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
運
動
会
が
大
幅
に
変

わ
っ
て
し
ま
い
、応
援
合
戦
の
仕
方
も

大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。戸

惑
う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た

が
、思
い
出
に
残
る
良
い
運
動
会
が
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

9

◦
紅
組
応
援
団
長
　
平
林
　
巧
大
　

　

ぼ
く
は
、一
年
生
の
こ
ろ
初
め
て
運

動
会
の
応
援
を
見
て
、
ぼ
く
も
早
く

六
年
生
に
な
っ
て
応
援
団
長
に
な
り

た
い
と
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、ぼ
く
が
六
年
生
に
な
っ
た

と
き
、世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
流
行
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の

た
め
、運
動
会
の
開
催
は
決
ま
っ
た
も

の
の
、
応
援
合
戦
が
で
き
る
か
ど
う

か
、ぼ
く
は
不
安
で
し
た
。応
援
合
戦

が
で
き
る
と
決
ま
っ
た
と
き
、ぼ
く
は
、

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
し
、自
分
の
力

を
出
し
切
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

◦
白
組
応
援
団
長
　
吉
澤
　
颯
真

　

ぼ
く
は
、
白
組
の
応
援
団
長
で
し

た
。
開
会
式
の
時
の
選
手
宣
誓
で
は
、

と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
し
て
い
ま
し
た
が
、は
っ

き
り
し
た
声
で
選
手
宣
誓
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。　

　

次
の
応
援
合
戦
で
は
、ウ
エ
ー
ブ
や

三
三
七
拍
子
な
ど
白
組
の
み
ん
な
と

か
っ
こ
よ
く
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
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◆
下
生
野
地
区

　（
南
部
交
流
セ
ン
タ
ー
）

�
九
月
二
日
開
催

　

八
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、天

野
先
生
の「
か
ら
だ
の
中
を
動
か
す
健

康
体
操
」を
行
い
ま
し
た
。

　

朝
晩
涼
し
く
な
り
ま
し
た
が
、
日

中
は
晴
れ
て
暑
い
中
、
感
染
症
対
策

の
た
め
に
窓
を
開
け
て
、隣
の
人
と
の

距
離
を
取
っ
て
行
い
ま
し
た
。初
め
て

参
加
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、皆
さ
ん
、熱
心
に
天
野
先
生
の

話
を
聞
き
な
が
ら
、
座
位
で
の
体
操

や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
ま
し
た
。転
倒

予
防
の
た
め
に
足
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行

い
、す
ぐ
に
効
果
を
感
じ
て
、感
動
し

て
い
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

せ
て
い
た
だ
き
、簡
単
に
で
き
る
予
防

運
動
を
皆
さ
ん
で
行
い
ま
し
た
。そ
し

て
、認
知
症
の
高
齢
者
へ
の
対
応
に
つ

い
て
の
劇
や
、徘
徊
中
の
高
齢
者
の
劇

を
見
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、認
知
症
の

方
へ
の
対
応
の
仕
方
を
皆
さ
ん
で
考

え
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
熱
心
に
勉
強
し
て
い
た

だ
き
、「
来
て
よ
か
っ
た
」
と
の
声
も

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
五
名
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し

た
。
認
知
症
は
決
し
て
他
人
事
で
は

な
く
、
私
達
一
人
ひ
と
り
の
問
題
で

す
。
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
増
え
て

い
く
こ
と
で
、
地
域
全
体
に
偏
見
の

な
い
、
正
し
い
理
解
が
広
が
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。

 

◆
上
生
坂
地
区

　（
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

�

九
月
一
〇
日
開
催

　

朝
は
雨
模
様
で
し
た
が
、
応
援
隊

が
始
ま
る
頃
に
は
お
日
様
が
顔
を
出

し
、
気
持
ち
の
い
い
気
候
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
は
四
名
の
方
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。皆
さ
ん
、今
回
が
応
援
隊

参
加
初
め
て
と
の
こ
と
で
、今
ま
で
記

事
で
し
か
知
ら
な
か
っ
た
天
野
先
生

に
、
直
接
体
操
を
指
導
し
て
も
ら
う

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

　

健
康
○
×
ク
イ
ズ
で
は
、
頭
を
ひ

ね
っ
て
考
え
た
ク
イ
ズ
か
ら
、皆
即
答

だ
っ
た
ク
イ
ズ
ま
で
、楽
し
く
学
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
小
立
野
地
区（
小
立
野
公
民
館
）

�

九
月
三
日
開
催

　

さ
わ
や
か
な
風
が
心
地
よ
く
吹
く

な
か
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
小
立
野
公
民
館
に
お
い
て
行

い
、
五
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
認
知
症
の
症
状
か
？
加
齢
の
物
忘

れ
か
？
」の
○
×
ク
イ
ズ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。そ
の
後
、保
健
師
よ
り

脳
の
仕
組
み
や
認
知
症
の
症
状
に
つ

い
て
の
説
明
、ま
た
、予
防
の
話
を
さ

た
よ
う
で
す
。

　

お
尻
の
筋
肉
を
締
め
る
体
操
で
は
、

力
の
入
れ
方
が
わ
か
ら
ず
、イ
メ
ー
ジ

を
つ
か
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、天
野
先

生
の
筋
肉
を
触
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と

に
…
。そ
の
硬
さ
に
び
っ
く
り
！
で
も
、

皆
さ
ん
、力
の
入
れ
方
を
習
得
し
、そ

れ
ぞ
れ
引
き
締
め
運
動
を
行
い
ま
し

た
。
年
を
重
ね
て
も
鍛
え
れ
ば
筋
肉

は
応
え
て
く
れ
ま
す
。ぜ
ひ
続
け
る
よ

う
天
野
先
生
か
ら
も
お
声
掛
け
が
あ

り
ま
し
た
。

 

◆
草
尾
地
区（
草
尾
交
流
セ
ン
タ
ー
）

�

九
月
二
三
日
開
催

　

毎
年
、
天
野
先
生
の
体
操
を
楽
し

み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
い
う
草

尾
区
の
皆
さ
ま
。
今
年
度
は
、一
〇
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、腹
式
呼
吸
。普
段
の
胸
式

呼
吸
と
は
違
い
、お
腹
を
膨
ら
ま
せ
て

生
坂
の
美
味
し
い
空
気
を
沢
山
吸
う

事
で
腸
が
動
き
、
便
秘
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。ま
た
、夜
寝
る
前
に
行
う

と
、心
地
よ
い
眠
り
に
つ
く
こ
と
が
で

き
る
そ
う
で
す
。ぜ
ひ
自
宅
で
も
続
け

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

体
操
の
後
は
、
感
染
症
や
栄
養
に

ま
つ
わ
る
○
×
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し

た
。皆
さ
ん
意
識
が
高
く
、全
問
正
解

の
方
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、お
料
理
を
作
る
際
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

各
地
区
、
健
康
応
援
隊
に
ご
参
加

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、思
い
出
し
た
時

に
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
区
長
、
常
会

長
、
健
康
推
進
員
の
皆
さ
ま
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

健
康
応
援
隊  

実
施
報
告
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『193クーポン』販売、１９日（土）は特産市・かあさん家
お彼岸セールも同時開会で大賑わい！！ 入場制限も

今回販売した１９３クーポン（上 / １セット３枚）と、各所での販売の
様子（中：いくさかの郷、左下：信州新町、右下：今井恵みの里）

売り場に並べてもすぐ売り切れてしまう「おまんじゅう」の
人気に応えるため、お母さんたちは大忙しでした。

直売所内は特産のぶどうが並び、かあさん家商品もお買い得で大にぎわい。
密集を避けてお買い物をしていただくため、入場制限をしました。

　9月19日（土）、いくさかの郷直売所レジで利用で
きるプレミアム付き商品券「１９３クーポン」を、午
前９時からいくさかの郷前で発売、午前10時から
は、道の駅「今井恵みの里」と道の駅「信州新町」でも
特設ブースで販売が行われました。
　「１９３クーポン」は、農林水産省の山村活性化対
策事業を活用して発行したもので、500円の商品券
３枚１セットを1,000円で販売しました（総発行数
2,000セット）。
　20日（日）以降はいくさかの郷で販売され、用意し
た2,000セットは４連休の終了を待たずに完売とな
りました。
　また、19日（土）は、毎月恒例の村内団体による「い
くさかの郷特産市」が10時から行われ、おじさま倶
楽部の「手打ちそば」、女・人竹っこクラブの「竹っ子
弁当」と「竹っこおやき」、こなもん工房の「石窯焼き
ピザ」が販売されたほか、直売所では、かあさん家
「お彼岸セール」も開催され、「梅おこわ」や「ぼたもち
」のほか、「おまんじゅう」「おからドーナツ」「かあさん
豆腐」など、かあさん家の人気商品がお得に販売さ
れました。

　４連休は小雨模様や曇り空が続き、爽やかな秋空とはいかない天気でしたが、「１９３クーポン」やテレビＣＭの効果も
あってか、収穫最盛期を迎えたぶどうやかあさん家の商品を買い求めるお客様に連日たくさんご来店いただき、大変なにぎ
わいとなりました。
　収穫・出荷作業などで忙しい中、多い日は何度も直売所にぶどうを補充していただいた生産者の皆さん、本当にお疲れさ
までした。皆様のおかげで直売所の９月の売上も、前年度より倍以上伸び、オープン以来最高の売り上げを記録することが
でき、ありがとうございました。

イ ク サ
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の
ん
び
り

湯
っ
た
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ゆ

　

信
州
と
い
え
ば
お
蕎
麦
と
お
や
き

が
有
名
で
す
が
、
つ
い
に
、
や
ま
な

み
荘
で
も
お
や
き
を
製
造
販
売
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
お
や
き
を
作
っ
た
こ
と

の
あ
る
職
員
は
数
人
い
る
も
の
の
、

商
品
と
し
て
販
売
し
た
も
の
を
作
っ

た
職
員
は
お
ら
ず
、
ど
う
な
る
こ
と

や
ら
前
途
多
難
。
不
安
だ
ら
け
で
始

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
職
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

何
を
す
る
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と

だ
ら
け
で
す
の
で
、
ま
ず
は
、
お
や

き
の
作
り
方
か
ら
教
わ
り
ま
す
。
元

わ
ら
く
店
主
の
寺
島
慶
次
さ
ん
を
講

師
に
お
招
き
し
て
、
キ
ジ
の
作
り
方

か
ら
焼
き
方
ま
で
一
か
ら
教
え
て
も

ら
う
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
ひ
と
つ
確
認
し
て
、
重
さ

を
量
っ
た
り
、
感
触
を
確
か
め
た
り

の
が
、
と
て
も
難
し
い
の
で
す
。

　

焼
き
方
に
も
コ
ツ
が
あ
り
ま
す
。

寺
島
さ
ん
に
、
お
や
き
の
様
子
を
確

認
し
な
が
ら
小
ま
め
に
位
置
を
調
整

す
る
方
法
な
ど
、
細
か
な
コ
ツ
を
教

わ
り
ま
し
た
。
灰
の
中
で
様
子
を
見

な
が
ら
蒸
し
焼
き
に
し
ま
す
が
、
火

に
近
す
ぎ
る
と
す
ぐ
焦
げ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

そ
う
し
て
一
ヶ
月
半
、
小
麦
粉
の

配
合
や
固
さ
、
キ
ジ
の
量
、
具
材
の

大
き
さ
や
量
な
ど
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
商
品
化
に
向
け
た
試

作
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

　

一
○
月
一
日
か
ら
は
、や
ま
な
み
荘

の
お
や
き
を
一
個
二
四
○
円
で
販
売

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
製

造
場
所
で
は
販
売
せ
ず
、
や
ま
な
み

荘
の
ロ
ビ
ー
で
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

ん
な
キ
ジ
を
使
っ
て
い
く
か
悩
む
と

こ
ろ
で
す
。

　

寺
島
さ
ん
は
、
キ
ジ
を
片
手
に
乗

ら
な
い
く
ら
い
の
大
き
さ
に
広
げ
、

こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ
ど
具
材
を
乗

せ
て
、
器
用
に
丸
め
て
い
き
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
ま
に
包
ん
で
し
ま
う
の

で
す
が
、
こ
れ
が
や
っ
て
み
る
と
大

変
で
す
。
皮
の
厚
さ
を
均
一
に
す
る

し
な
が
ら
進
め
ま

す
。
柔
ら
か
い
キ
ジ

で
焼
け
ば
柔
ら
か
い

お
や
き
に
な
り
ま
す

が
、
皮
が
破
れ
や
す

く
な
り
ま
す
。
キ
ジ

を
練
っ
て
粘
り
を
だ

せ
ば
破
れ
に
く
く
な

り
ま
す
が
、
か
た
い

お
や
き
が
で
き
る
そ

う
で
、
こ
れ
か
ら
ど

　

稲
刈
り
、
脱
穀
が
終
わ
り
農
事
が

一
段
落
つ
い
た
頃
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ね
ぎ
ら
い
に
、
新
し
い
生
活

様
式
で
、
お
燗
酒
で
乾
杯
。
と
い
き

ま
せ
ん
か
？

　

や
ま
な
み
荘
で
は
、一
〇
月
一
日
か

ら
一
二
月
二
五
日
ま
で
、夜
の
部
の
広

間
で「
地
酒
プ
ラ
ン
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
三
種
類
の
日
本
酒
を
味
わ
い
、

折
詰
め
の
お
つ
ま
み
を
召
し
上
が
っ

て
、く
つ
ろ
い
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
三
名
様
以
上
の
ご
予
約
で

村
内
マ
イ
ク
ロ
送
迎
を
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、同
じ
く
一
〇
月
一
日
か
ら
や

ま
な
み
荘
自
家
製
「
灰
焼
き
お
や
き
」

を
売
店
に
て
一
個
二
四
〇
円（
税
込
）

で
販
売
し
て
い
ま
す
。
食
堂
で
は
お

や
き
と
食
事
の
セ
ッ
ト
を
ご
用
意
し

て
お
り
ま
す
。
新
し
く
始
め
た
事
業

で
す
が
、
味
や
形
の
ば
ら
つ
き
を
な

く
し
、
お
買
い
上
げ
い
た
だ
い
た
皆

様
に
、ま
た
食
べ
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の

で
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、一
一
月
か
ら
は
、忘
年
会・

お
庚
申
プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。
ご
予
算
、
お
好
み
に
合
わ
せ

た
ご
宴
会
の
プ
ラ
ン
や
、
各
種
割
引

ク
ー
ポ
ン
類
を
使
っ
た
贅
沢
プ
ラ
ン

も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
の
送
迎
も
い
た
し
ま
す
の

で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。細
心
の
注
意

を
払
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
予
防
対
策
を
し
て
お
り
ま
す
の

で
、ご
安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

今
年
は
、し
な
く
て
も
良
か
っ
た
こ

と
を
し
た
り
、し
て
い
た
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
り
と
、
精
神
的
に
も
身
体

的
に
も
不
安
定
な
年
で
し
た
。
や
ま

な
み
荘
で
そ
ん
な
一
年
を
振
り
返
っ

て
、い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ご
家
族
で
お
仲
間
で

　
　

や
ま
な
み
荘
へ

　
　
　

ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い

やまなみ荘
おやき奮闘記
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生
涯
、む
し
歯
の
無
い
白
い
歯
で
お

い
し
く
食
事
を
す
る
た
め
に
、プ
ラ
ー

ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
重
要
で
す
。

　

乳
歯
が
生
え
た
ら
歯
み
が
き
開
始

の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。赤
ち
ゃ
ん
が

自
分
で
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
を
カ
ミ
カ
ミ
し

て
遊
ん
だ
後
は
、仰
向
け
に
な
っ
て
お

口
に
触
ら
れ
る
の
を
慣
ら
す
た
め
に
、

優
し
く
声
が
け
し
て
か
ら
、ぬ
れ
た
ガ

ー
ゼ
で
優

し
く
歯
を

拭
い
て
あ

げ
ま
し
ょ

う
。
ま
ず

寝
る
前
の

歯
ブ
ラ
シ

の
習
慣
を

つ
け
ま
し

ょ
う
。

　

仕
上
げ
磨
き
の
コ
ツ

◦
歯
ブ
ラ
シ
を
持
つ
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◦
時
間
を
決
め
て
毎
日
の
習
慣
に
し

ま
し
ょ
う
。

◦
お
母
さ
ん
や
家
族
も
一
緒
に
み
が

き
ま
し
ょ
う
。

◦
好
き
な
音
楽
を
流
し
た
り
、
優
し

く
話
し
か
け
た
り
し
て
楽
し
い
時

り
、手
首
で
動
き
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
。
歯
の
面
に
歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
を

四
五
度
に
当
て
て
、毛
先
が
広
が
ら
な

い
程
度
に
優
し
く
、一
～
二
本
ず
つ
の

歯
に
当
て
、一ｍ
ｍ
ほ
ど
細
か
く
動
か

す
。一
か
所
一
〇
回
～
二
〇
回
を
目
安

に
み
が
き
ま
し
ょ
う
。

　

歯
み
が
き
の
順
序

　

磨
き
に
く
い
奥
歯
か
ら
磨
き
ま

し
ょ
う
。痛
み
を
感
じ
や
す
い
上
の
前

歯
は
最
後
に
磨
き
ま
し
ょ
う
。

　

磨
く
順
番
を
決
め
、
磨
き
残
し
が

無
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

歯
み
が
き
を
嫌
が
る
時
は
、す
こ
し

痛
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。唇
と
歯
茎

を
つ
な
い
で
い
る
筋（
上
唇
小
帯
）を

指
で
カ
バ
ー
し
て
、ブ
ラ
シ
が
当
た
ら

な
い
よ
う
に
す
る
と
嫌
が
ら
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

下
の
奥
歯
の
舌
側
は「
ア
ー
」と
声

を
出
す
と
舌
が
下
が
り
よ
く
み
え
ま

す
。「
ゴ
シ
ゴ
シ
」で
は
な
く「
コ
シ
ョ

コ
シ
ョ
」と
優
し
く
磨
き
ま
し
ょ
う
。

生
坂
村
歯
科
診
療
所

間
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

歯
ブ
ラ
シ

　

お
子
さ
ん
の
ブ
ラ
シ
と
は
別
に
仕

上
げ
磨
き
用
ブ
ラ
シ
を
用
意
し
ま
す
。

　

ヘ
ッ
ド
は
小
さ
く
、毛
足
が
短
い
物

を
選
び
、グ
リ
ッ
プ
は
握
り
や
す
い
物

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

毛
は
軟
ら
か
く
て
滑
ら
か
に
処
理

し
て
あ
る
も
の
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
軟
ら
か
す
ぎ
て
も
プ
ラ
ー
ク
が
と
れ

め
せ
ん
）

　

歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
が
広
が
っ
て
き

た
ら
新
し
い
物
に
取
り
替
え
ま
し
ょ

う
。そ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
と
歯
茎
を

傷
め
て
歯
み
が
き
が
嫌
い
に
な
る
原

因
に
な
り
ま
す
。

　

仕
上
げ
磨
き
の
基
本
テ
ク

　

お
子
様
を
仰
向
け
に
寝
か
せ
、
頭

　

生
坂
に
引
っ
越
し
て
き
て
、子
ど
も

を
保
育
園
に
お
願
い
し
、か
あ
さ
ん
家

で
働
き
始
め
て
ち
ょ
う
ど
一
年
が
た

ち
ま
し
た
。私
の
主
な
仕
事
は
、開
店

前
の
食
堂
の
仕
込
み
、
食
堂
の
接
客
、

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
明
科
へ
の

商
品
の
配
達
な
ど
で
す
。フ
ァ
ー
マ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
明
科
へ
配
達
に
行
く
と
、

お
や
き
や
お
ま
ん
じ
ゅ
う
が
届
く
の

を
待
っ
て
く
れ
て
い
る
方
が
何
人
も

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
商
品
を
並
べ
る
と

あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
て
し
ま

う
時
も
あ
り
、う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、私
の
幼
い
頃
か
ら
の
友
人
や

学
生
時
代
の
友
人
に
、か
あ
さ
ん
家
で

働
い
て
い
る
と
伝
え
る
と「
か
あ
さ
ん

家
の
お
や
き
お
い
し
い
よ
ね
！
よ
く

買
い
に
行
く
よ
」と
言
っ
て
く
れ
る
の

で
、か
あ
さ
ん
家
の
味
は
、世
代
を
問

わ
ず
村
内
外
で
愛
さ
れ
て
い
る
ん
だ

な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
風
邪
を
ひ
い
た
り
し
て

迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
事
も
多
い
し
、

飲
食
店
で
働
く
の
が
初
め
て
の
う
え

覚
え
る
事
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
と
っ

て
も
大
変
で
す
が
、優
し
い
先
輩
方
に

助
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、お
客
さ
ん

に「
お
い
し
か
っ
た
よ
！
」
と
言
っ
て

い
た
だ
く
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て

働
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
手
打
ち
う
ど
ん
や
、
お
ま

ん
じ
ゅ
う
、お
や
き
な
ど
の
作
り
方
も

習
っ
て
、先
輩
の
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら

ふ
る
さ
と
の
味
を
受
け
継
い
で
い
け

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
ぶ
ど
う
を
求
め
て

村
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

が
み
え
て
、か
あ
さ
ん
家
も
忙
し
い
で

す
が
、「
お
い
し
か
っ
た
！
ま
た
来
た

い
！
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
寒
く
な
り
、

あ
っ
た
か
い
う
ど
ん
が
お
い
し
い
季
節

に
な
り
ま
す
の
で
、皆
様
の
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

を
ひ
ざ
の
上
に
乗
せ

て
固
定
し
、
よ
く
歯

が
見
え
る
よ
う
に
し

ま
す
。

　

歯
ブ
ラ
シ
は
、
鉛

筆
持
ち
で
軽
く
握

ふ
る
さ
と
の
味
を
伝
え
ま
す
！

か
あ
さ
ん
家

　平 

林  

菜 

津 

美
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【 

ポ
イ
捨
て
は 

僕
の
心
が 

許
さ

な
い 

】
を
統
一
テ
ー
マ
と
し
た
、
長

野
県
の
「
き
れ
い
な
信
州
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
あ
わ
せ
て
、
生
坂
村

で
も
ご
み
の
散
乱
防
止
意
識
の
高
揚

と
環
境
美
化
の
推
進
を
図
る
た
め
、

九
月
一
一
日
（
金
）
の
午
前
七
時
よ

り
「
美
し
い
環
境
づ
く
り
一
斉
行
動

の
日
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

村
内
の
一
六
事
業
所
と
役
場
か

ら
、
約
一
○
○
名
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
国
道
や
県
道
、
村

道
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
読
書
の
秋
を
楽
し
ん
で
、
山
雅
の

し
お
り
を
も
ら
お
う
♪

　

今
年
度
も
、
読
書
の
秋
に
あ
わ
せ

て
図
書
室
を
利
用
さ
れ
た
方
に
松
本

山
雅
の
人
気
選
手
の
し
お
り
を
差
し

上
げ
ま
す
。
し
お
り
は
全
部
で
三
種

類
。
人
気
選
手
三
名
そ
れ
ぞ
れ
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
て
い
て
、
生
坂
村
仕
様

の
ガ
ン
ズ
く
ん
も
描
か
れ
て
い
る
特

別
製
。

　

読
書
の
秋
、
楽
し
み
な
が
ら
し
お

り
も
集
め
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
。

配
布
期
間　
一
一
月
二
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
一
一
月
一
四
日
（
土
）

　

集
ま
っ
た
ご
み
の
量
は
、
可
燃
系

ゴ
ミ
八
○
㎏
、
不
燃
系
ゴ
ミ
四
〇
㎏

で
、
春
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動
で
村
民
の

皆
さ
ん
に
回
収
し
て
い
た
だ
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
っ
た
弁
当
の
空
き
箱
や
空
き
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻

と
い
っ
た
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
が
国
道
沿

い
に
特
に
目
立
つ
状
況
で
、
相
変
わ

ら
ず
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

住
む
人
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
、
そ

れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
が
快
適
に
過
ご

せ
、
ま
た
緑
豊
か
な
自
然
環
境
を
次

の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
次

の
点
に
つ
い
て
引
き
続
き
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
は
、
や
め
ま

し
ょ
う
。

◦
マ
イ
バ
ッ
グ
、
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持

参
し
ま
し
ょ
う
。

◦
缶
、
び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

は
資
源
と
し
て
分
別
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　

村
内
各
事
業
所
の
皆
様
に
は
「
美

し
い
環
境
の
村
づ
く
り
」
の
推
進
に

ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
早
朝
よ
り
大

変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
（
一
番
奥
の
部
屋
）

※
参
加
申
込
不
要
で
す
。い
ず
れ
も
、

無
料
で
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま

す
。無
く
な
り
次
第
、終
了
と
な
り

ま
す
。

問
／
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係

　
　

☎
六
九-

二
〇
八
七

■
小
・
中
学
生
の
学
用
品
募
集
中

　

数
年
で
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

小
・
中
学
生
の
学
用
品
。
使
え
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
譲
り
く

だ
さ
い
。

　

お
さ
が
り
会
で
、
必
要
な
家
庭
へ
つ

な
げ
ま
す
！

▼
募
集
し
て
い
る
も
の

・
中
学
生
用
品
＝
制
服
、
制
服
用
ブ

ラ
ウ
ス
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
、
体
操
着
、

通
学
か
ば
ん
、上
履
き
、バ
ド
ミ
ン

ト
ン
用
品（
ラ
ケ
ッ
ト
、シ
ュ
ー
ズ
、

シ
ャ
ト
ル
、ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
）

・
小
学
生
用
品
＝
体
操
着
、給
食
着
、

ピ
ア
ニ
カ（
リ
コ
ー
ダ
ー
は
不
可
）

※
破
損
・
破
れ
・
汚
れ
の
あ
る
も
の
は

不
可
。衣
類
は
き
れ
い
に
し
て
お
持

ち
く
だ
さ
い

▼
回
収
場
所
＝
生
坂
村
教
育
委
員
会

▼
募
集
期
間
＝
通
年

※
現
在
、お
子
さ
ん
が
通
学
中
で
、「
卒

業
後
な
ら
協
力
で
き
る
」
と
い
う

方
は
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係
ま

で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　

村
で
は
、
貴
重
な
水
道
水
を
守
る

た
め
、
漏
水
調
査
を
適
宜
行
っ
て
い

ま
す
。
調
査
の
際
は
、
職
員
が
敷
地

内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

雨
が
降
っ
て
い
な
い
の
に
道
路
が

濡
れ
て
い
た
り
、
舗
装
の
切
れ
目
か

ら
水
が
出
て
い
る
場
合
は
、
地
下
の

水
道
管
か
ら
漏
水
し
て
い
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
と
思
わ
れ
る
場
所
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
振
興
課
建
設
係
（
六
九-

三
一
一
二
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

き
ま
し
ょ
！図

書
室

美
し
い
環
境
づ
く
り

一
斉
行
動
の
日

漏
水
対
策
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

■
学
童
お
さ
が
り
会
開
催
の
お
知
ら

せ
★
学
童
お
さ
が
り
会

　

日
時
／
一
一
月
二
五
日
（
水
）
、

　
　
　
　
一
六
時
～
一
八
時

　

会
場
／
生
坂
村
児
童
館 

創
作
室
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事
故
や
病
気
に
よ
り
心
肺
停
止
状

態
と
な
り
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る

人
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
救
急

車
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
、
そ
の
場

に
居
合
わ
せ
た
人
が
適
切
な
応
急
手

当
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

命
を
救
え
る
可
能
性
が
よ
り
高
く
な

り
ま
す
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
、
大
切
な
家
族
や

友
人
が
事
故
や
病
気
で
突
然
倒
れ

て
し
ま
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
大
切

な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
は
、
そ
の

場
に
居
合
わ
せ
た
人
に
よ
る
速
や
か

な
一
一
九
番
通
報
と
適
切
な
応
急
手

当
、
救
急
隊
員
に
よ
る
救
急
処
置
と

搬
送
、
医
療
機
関
で
行
わ
れ
る
救
命

処
置
に
す
ば
や
く
つ
な
げ
る「
救
命

の
リ
レ
ー
」
を
行
い
、「
救
命
の
連
鎖
」

Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
は
こ
ち
ら
」で
、心
肺
蘇

生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
を
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

有
事
の
際
に
は
、
勇
気
を
持
っ
て

何
か
一
つ
で
も
行
動
に
起
こ
し
、
救

命
の
第
一
走
者
と
し
て
、
救
命
の
リ

レ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

《
秋
の
火
災
予
防
運
動
》

　

一
一
月
九
日（
月
）
か
ら
一
一
月

一
五
日（
日
）
ま
で
の
七
日
間
「
そ
の

火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ

ル
」
を
全
国
統
一
防
火
標
語
に
、全
国

一
斉
に「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」が
実

施
さ
れ
ま
す
。
暖
房
器
具
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
、
空
気
が
乾
燥
し
火

災
が
発
生
し
や
す
い
冬
の
季
節
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
秋
の
火
災
予
防
運

動
を
機
に
住
民
の
皆
さ
ん
も
火
災
予

防
の
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ
は

「
松
本
広
域
消
防
局
明
科
消
防
署
」

☎
六
二-

二
九
九
二

を
途
切
ら
せ
な
い
こ
と
が
重
要
と
な

り
ま
す
。
救
命
処
置
が
必
要
な
場
で

正
し
い
応
急
手
当
を
行
う
た
め
に
は
、

日
頃
か
ら
正
し
い
知
識
と
技
術
を
身

に
付
け
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

松
本
広
域
消
防
局
で
は
、
各
消
防

署
・
出
張
所
に
お
い
て
応
急
手
当
講

習
会
を
月
に
一
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

応
急
手
当
講
習
会
で
は
、
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
、
異
物
除

去
法
、
止
血
法
等
の
講
義
と
実
技
を

行
い
、
受
講
者
に
は
修
了
証
を
発
行

し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
会
や
グ
ル
ー

プ
単
位
で
の
応
急
手
当
講
習
会
も
随

時
受
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
多
く

の
方
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
感
染
症
流
行
に
よ
り
、
講
習
会

が
開
催
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
講
習
会
の
有
無
は
消
防
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署
〈応急手当の重要性〉

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

◎
令
和
二
年
度

　
第
三
四
回
流
河
祭

　

九
月
五
日（
土
）、六
日（
日
）の
二

日
間
、
第
三
四
回
流
河
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
、
直
前
ま
で
日
程

も
開
催
方
法
も
決
め
ら
れ
ず
、
生
徒

に
と
っ
て
み
れ
ば
毎
日
が
期
待
と
落

ち
込
み
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

　

三
密
を
避
け
る
た
め
に
す
べ
て
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
こ
と
も
考
え
ま

し
た
が
、
生
徒
た
ち
が
必
死
に
ア
イ

デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
、感
染
症
対
策
を

行
っ
た
う
え
で
ス
テ
ー
ジ
発
表
、展
示
、

装
飾
、
体
育
祭
等
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

◎
生
徒
た
ち
の
工
夫
と
努
力
の
結
晶

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、一
、二
年
生

は
発
表
の
様
子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
体

育
館
で
は
な
く
教
室
で
視
聴
し
ま
し

た（
担
当
の
生
徒
が
自
宅
で
夜
中
ま
で

動
画
の
編
集
を
行
う
な
ど
、
苦
労
し

な
が
ら
実
施
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
）。

　

コ
ロ
ナ
の
雨
を
防
ぎ
な
が
ら
晴
れ

を
願
う
傘
の
群
れ
で
校
内
を
装
飾
し

た
り
、来
校
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
地
域
の
方
々
に
、少
し
で
も
喜

ん
で
も
ら
い
た
い
と
願
い
育
て
た
花

を
明
科
駅
前
に
設
置
し
た
り
す
る
な

ど
、生
徒
た
ち
の
様
々
な
思
い
と
工
夫

と
努
力
が
詰
ま
っ
た
文
化
祭
に
な
り

ま
し
た
。

 （
文
責　

教
頭　

松
村 

真
一
）

　

松
本
広
域
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
は
、各
消
防
署
・
出
張
所
で
の
応

急
手
当
講
習
会
の
開
催
日
の
案
内
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。ま
た「
応
急
手
当

全校制作のモザイクアート
（生徒昇降口）

ステージ発表
（教室への配信を行いながら実施）

就職希望者出陣式の様子
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食生活改善推進協議会★おすすめレシピ

　「かぼちゃのサラダ」のレシピをご紹介します。この料理は秋のフルーツがたっぷり入り、酸味と甘
味でおいしく食べられる減塩メニューです。また、ビタミンや食物繊維が取れるので、感染症や生活
習慣病の予防にもおすすめです。ぜひご家庭でお試しください。

【作り方】
① りんごは皮ごと薄切りにして、塩水にさらす。
② レーズンはお湯に浸して戻す。
③ くるみは食べやすい大きさに切る。
④ かぼちゃは種とワタを取り除き、一口大に切る。
　 耐熱容器に入れ、水少々振り、ラップをかけて、電子レン
ジで５～６分加熱する。

⑤ かぼちゃがやわらかくなったら、フォークなどでつぶしな
がら、マヨネーズ、ヨーグルトを入れて混ぜ、さらに水気
を切ったりんご、レーズン、くるみを入れて混ぜる。

材 料（６人分）

かぼちゃ 小1/2個

りんご 1/2個

レーズン 大さじ４

くるみ ４０g

マヨネーズ 大さじ２

プレーンヨーグルト 大さじ４

かぼちゃのサラダ

食のお役立ち情報

副菜

【自分で作ろう！おいしいたれの割合】
●すきやきのたれ しょうゆ：酒：みりん：砂糖＝２：１：１：１
●みそだれ みそ：しょうゆ：砂糖：みりん：酒＝３：２：２：２：３
●照り焼きのたれ しょうゆ：酒：みりん＝１：１：１
●甘酢だれ しょうゆ：酢：砂糖：水＝２：１：１：１
＊だし汁で調整して、お好みの味の濃さにしてください。

食改さんから寄せられた食生活に役立つ情報です。ぜひご活用ください。

１人分  栄養価

エネルギー 136kcal

たんぱく質 1.9g

脂　　　質 6.5g

食　　　塩 0.1g
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冬の感染症にご注意!!
インフルエンザ、ノロ、ロタ…

冬に流行する代表的な感染症は？

予防はどうするの？

　冬は、空気が乾燥し、気温が低いためウイルスが活動しやすく、インフルエンザ、
ノロウイルスやロタウイルスなどの感染性胃腸炎など、感染症が流行しやすい時期
です。また今冬は、新型コロナウイルス感染症とインフルエンザの同時流行が懸念
されています。

くしゃみ、鼻水、発熱、のどの痛み、
咳など。重症化すると肺炎に。

インフルエンザ

ＲＳ

その他、ウイルスや肺炎球菌等の細菌

インフルエンザは、いわゆる風邪と比べ
て、発熱、頭痛、全身倦怠感、筋肉痛、関節
痛などの全身症状が強いのが特徴です。

ＲＳウイルス感染症は、乳幼児を中心に流
行が見られます。

ノロウイルス感染症は、突然の吐き気、嘔
吐、腹痛、下痢などで発症します。ウイルス
に汚染された牡蠣などが加熱不十分であ
ると食中毒として報告されることもしばし
ばあります。

ロタウイルス感染症は、生後６ヶ月から３
歳までの乳幼児に多く見られます。米のと
ぎ汁のような白色の下痢便が特徴です。

帰宅時、調理の前後、食事前、トイレ使用後などこまめな手洗い
を心がけましょう。
ノロ・ロタウイルスは、アルコールはあまり効果がありませんの
で、石鹸、流水による手洗いを行ってください。
咳エチケットにも心がけてください。

発症する可能性を減らし、もし発症しても重症化を防ぎます。

ノロ・ロタ等のウイルスや細菌

嘔吐、腹痛、下痢、発熱など

呼吸器感染症

原因となる
ウイルス

特徴

感染性胃腸炎

①感染経路を絶つ

普段から十分な睡眠と
バランスの良い食事を
心がけましょう。

③免疫力を高める

②予防接種を受ける

室内では、加湿器を使用し、湿度を
50 ～ 60％に保ちましょう。
また、流行時は人ごみへの
外出は控えましょう。

④環境を整える

【健康福祉課】生坂村では、季節性インフルエンザワクチン予防
接種料の助成を行っています。

新型コロナウイルス感染症にも油断せずに…

ＳＮＳ等を活用し、あなたに合った情報や新しい情報を
入手して、コロナ禍を乗り切ろう。

　長野県内でも、複数のクラスターが同時に発生するなど、感染拡大が心配されましたが、現在
のところ（10月５日現在）、県全域で感染警戒レベルはレベル１となり、注意報等は発出されてい
ません。
　ただし、全国的には感染者が多数発生しているため、引き続き、基本的感染防止対策の徹底
をお願いします。

「友だち」になると、一人
ひとりの状態に合わせた
情報を知らせてくれます

長野県内の新型コロナ
ウイルスに関する情報が
発信されています。

本人の同意を前提に、スマートフォンを利用
して、お互いに分からないようプライバシー
を確保して、新型コロナウイルス感染症の陽
性者と接触した可能性について通知を受け
取ることができます。

　65歳以上の高齢者は国が定めた定期予防接種の対象となっています（自己負担額：
1000円）。また、生坂村では、生後6ヶ月から高校3年生相当にあたるお子さんの接種費用
の全額助成を行っています。
　65歳以上の高齢者及びお子さんの保護者（世帯主）には、すでに通知をお送りしました
ので、詳細は通知をご覧ください。
　なお、接種を受ける法律上の義務はありません。接種に
あたっては、かかりつけ医とよく相談の上、接種を受けるか
否かを判断してください。

【接種期間】
令和2年10月12日（月）～令和3年1月30日（土）

★高齢者肺炎球菌予防接種はお済みですか？
　今年度の定期予防接種対象の方には、4月に通知を発送しました。まだ、接種していない方は
早めに接種をお済ませください。

　ただし、これまでに一回でもこの予防接種を受けたことのある方は対象外です。
　インフルエンザと両方のワクチンを接種することで、より高い肺炎予防効果が得られます。

LINE公式アカウント
「長野県-新型コロナ対策
　パーソナルサポート」

twitter
長野県＿新型コロナ
ウイルス対策情報

厚生労働省　接触確認アプリ「COCOA」

https://lin.ee/9aR5SmI ＠Nagano_Corona App StoreまたはGoogle Playで「接触確認アプリ」で検索
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集
落
支
援
員
の
寺
岡
で
す
。

　

今
年
は
暖
冬
だ
っ
た
の
で「
こ
れ
は

早
く
カ
フ
ェ
を
再
開
で
き
る
ぞ
」
と
、

春
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、全

国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
、全
く
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。厨
房
で

扱
う
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
は
通
常
の

七
倍
く
ら
い
の
値
段
で
売
ら
れ
、い
つ

も
は
簡
単
に
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き

た
小
麦
粉
な
ど
も
、
個
人
で
は
簡
単

に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

お
客
様
が
来
ら
れ
ず
、
徹
夜
で
懸
命

に
作
っ
た
パ
ン
が
ほ
と
ん
ど
残
る
日
も

あ
り
ま
し
た
。「
や
っ
と
去
年
オ
ー
プ

ン
で
き
た
の
に
何
で
…
」と
恨
み
節
を

口
に
出
す
日
も
あ
り
、コ
ロ
ナ
と
異
常

気
象
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
よ
り
、さ
す

が
に
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ロ
ー
の
よ
う
に
じ
わ

じ
わ
と
効
い
て
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
は
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
だ
と

か
、新
し
い
生
活
様
式
な
ん
て
言
っ
て

お
り
ま
す
が
、そ
う
な
る
の
は
難
し
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
人
は
勤
勉
で
協
調
性
が
あ
り

清
潔
好
き
で
す
。
皆
が
予
防
対
策
を

理
解
し
協
力
し
合
っ
た
お
か
げ
で
、外

国
と
比
べ
て
感
染
者
数
も
少
な
く
重

症
者
数
や
死
者
数
も
少
な
く
て
す
ん

で
い
る
と
思
い
ま
す
。し
か
し
そ
の
反

面
、そ
う
い
う
几
帳
面
な
気
質
が
コ
ロ

ナ
に
感
染
し
た
こ
と
を
隠
そ
う
と
し

た
り
、差
別
し
た
り
す
る
原
因
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
に
か
か
っ
た
か
ら
会
社
休
み

ま
す
」な
ん
て
公
然
と
気
楽
に
言
え
る

日
が
い
つ
か
来
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ワ

ク
チ
ン
や
薬
が
で
き
る
ま
で
ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
な
ん
て
こ
と
は
無
理
だ
と
思
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
飽
き
飽
き
し
て
き
た
昨

今
、コ
ロ
ナ
は
怖
く
な
い
だ
と
か
、マ

ス
ク
は
要
ら
な
い
だ
と
か
、真
実
か
ど

り
ま
し
た
。

　

六
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
感
染
の

第
一
波
が
落
ち
着
き
、プ
ロ
野
球
が
開

幕
し
、Ｊ
リ
ー
グ
再
開
の
目
途
も
立
ち

ま
し
た
。そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
う
ち
の

カ
フ
ェ
も
よ
う
や
く
再
開
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

六
月
二
一
日
、カ
フ
ェ
再
開
初
日
は

大
勢
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ
き「
開

く
の
を
待
っ
て
い
た
よ
」と
い
う
暖
か

い
言
葉
も
い
た
だ
き
、涙
が
出
る
く
ら

い
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

感
染
の
要
因
と
し
て
三
密
が
ダ
メ

だ
と
、こ
れ
は
う
ち
の
よ
う
な
小
さ
な

ス
ペ
ー
ス
で
営
業
し
て
い
る
飲
食
店
に

と
っ
て
は
致
命
的
な
話
で
し
た
。店
内

で
飲
食
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な

い
の
な
ら
、
外
に
日
除
け
を
張
っ
て
、

そ
の
下
で
飲
食
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に

し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。青
空
カ
フ
ェ

と
銘
打
っ
て
、
晴
れ
の
土
・
日
曜
日
の

み
限
定
で
営
業
を
再
開
し
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、今
年
の
梅
雨
は
し
っ
か
り

と
雨
が
降
り
、七
月
に
営
業
で
き
た
日

数
は
一
日
だ
け
で
し
た
。八
月
に
な
る

と
一
転
し
て
酷
暑
の
連
続
。数
名
し
か

う
か
も
分
か
ら
な
い
情
報
を
目
に
し

ま
す
。し
か
し
、そ
う
い
う
も
の
に
惑

わ
さ
れ
ず
、医
療
現
場
で
必
死
に
戦
っ

て
き
た
お
医
者
さ
ん
の
言
う
こ
と
を

信
じ
て
、
今
後
も
感
染
予
防
を
怠
ら

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。特
に
生
坂
の
よ
う
な
お
爺

ち
ゃ
ん
お
婆
ち
ゃ
ん
の
多
い
こ
ん
な
小

さ
な
村
で
は
…
。

　

さ
て
、今
年
度
の
青
空
カ
フ
ェ
は
い

つ
ま
で
営
業
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

気
温
が
下
が
れ
ば
感
染
が
ま
た
拡
大

す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、ま
し
て
や

寒
い
屋
外
で
飲
食
を
し
て
く
だ
さ
い

と
は
と
て
も
言
え
ま
せ
ん
し
。秋
も
深

ま
れ
ば
営
業
終
了
日
は
そ
う
遠
く
な

い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

�

（
寺
岡　

謙
次
）

工
芸
作
品
の
販
売
に
も
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。農
産
物
や

加
工
品
の
ラ
ベ
ル
や
チ
ラ
シ
、パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
印
刷
物
を
作
り
た
い
、不

用
品
や
ご
自
分
の
作
品
を
フ
リ
マ
ア

プ
リ
で
売
っ
て
み
た
い
な
ど
の
ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い（
☎
〇
九
〇-

九
五
一
〇

-

四
八
八
二
／suzuki@

bonjin-ijuu.
com

）。

　

最
後
の
半
年
は
、
今
後
の
た
め
に

各
地
の
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や

「
地
域
の
お
茶
の
間
」
を
見
学
し
た
り

運
営
者
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
に
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
た
め
に
予
定
が
全
滅
し
た
こ
と

が
心
残
り
で
す
が
、夏
頃
か
ら
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
少
し
ず

つ
再
開
し
た
の
で
、村
外
の
手
作
り
作

家
さ
ん
た
ち
と
の
交
流
を
少
し
ず
つ

始
め
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
村
外
で

の
活
動
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、皆

様
ど
う
ぞ
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

（
鈴
木　

路
代
）

（通巻89号）
31

コ
ロ
ナ
禍
の
カ
フ
ェ
運
営

日よけを設置して、外に飲食スペースを作りました

レース編み、かぎ針編みを中心に、
これから冬物なども作っていく予
定です

い
く
さ
か
大
好
き
隊
だ
よ
り

い
く
さ
か
大
好
き
隊
だ
よ
り

　

情
報
発
信
担
当
の
鈴
木
で
す
。

　

初
め
て
生
坂
村
に
来
て
、細
い
村
道

を
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
運
転
し
て
い

た
あ
の
頃
か
ら
、早
い
も
の
で
三
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す(

高
津
屋
森

林
公
園
も
ス
カ
イ
ス
ポ
ー
ツ
公
園
も
、

今
は
も
う
へ
っ
ち
ゃ
ら
で
す
）。
任
期

満
了
に
伴
い
、一
〇
月
末
で
大
好
き
隊

を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
坂
村
に
住
み
、
以
前
か

ら
の
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
の
ほ
か
、
手
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草
尾
地
区
・
上
野
ぶ
ど
う
団
地
内

の
関
口
テ
ィ
ダ
農
園
（
園
主
・
関
口

孝
さ
ん
）
で
、
同
園
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種
の
ぶ
ど
う
「
テ
ィ
ア
ー
ズ
レ
ッ

ド
」
が
今
年
も
最
盛
期
を
迎
え
た
。

　

一
粒
が
ス
モ
モ
ほ
ど
の
大
き
さ
に

も
な
る
超
大
粒
の
品
種
で
、
種
は
な

く
、
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
る
。
皮
が
薄

く
、
ハ
リ
が
あ
っ
て
シ
ャ
ク
ッ
と
し

た
独
特
の
食
感
と
、爽
や
か
な
酸
味
・

甘
さ
が
特
徴
。
重
さ
は
一
粒
三
〇
〜

五
〇
ｇ
ほ
ど
で
、
大
き
い
房
は
一
㎏

を
超
え
る
と
い
う
。

　

関
口
さ
ん
は
二
〇
〇
〇
年
に
生
坂

村
へ
移
住
し
て
ぶ
ど
う
栽
培
を
学

び
、
三
年
目
か
ら
は
新
品
種
の
育
種

◆
第
四
五
回
文
化
祭
開
催
及
び

出
展
募
集
の
お
知
ら
せ

　

例
年
赤
と
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
お
り
ま
し

た
文
化
祭
を
、
今
年
は
一
一
月
三
日

（
火
）
文
化
の
日
よ
り
八
日
（
日
）
ま

で
の
期
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
た
上
で
、

商
工
会
館
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。

　

村
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
・
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
作
品
や
、
公
民
館

教
室
で
作
成
し
た
作
品
な
ど
を
展
示

を
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
個
人
の
出
展
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
出
展
を
希
望

さ
れ
る
方
は
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
テ
ィ
ア
ー

ズ
レ
ッ
ド
」は
、「
グ
ル
ガ
ン
ロ
ー
ズ
」

に
「
リ
ザ
マ
ー
ト
」
を
交
配
し
た
も

の
で
、
二
〇
一
六
年
六
月
に
は
農
林

水
産
省
に
品
種
登
録
さ
れ
た
。

　

昨
シ
ー
ズ
ン
は
そ
の
他
の
品
種
が

不
作
だ
っ
た
中
、
木
が
安
定
し
て
良

い
で
き
だ
っ
た
と
い
う
テ
ィ
ア
ー
ズ

レ
ッ
ド
。
実
が
ひ
び
割
れ
（
裂
果
）

し
や
す
い
の
で
対
策
が
必
要
だ
と
い

う
が
、
今
季
も
ハ
ウ
ス
・
露
地
と
も

見
事
に
実
り
、
次
々
と
出
荷
が
行
わ

れ
て
い
た
。

　

関
口
テ
ィ
ダ
農
園
で
は
、
化
学
肥

料
と
除
草
剤
を
使
わ
ず
、
米
ぬ
か
や

鶏
ふ
ん
な
ど
の
有
機
肥
料
や
刈
っ
た

草
を
緑
肥
に
す
る
草
生
栽
培
で
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な

ぶ
ど
う
を
生
産
し
て
い
る
。

◆
イ
ク
ラ
ン
！
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

開
催
の
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
今
年
度
か
ら
特
定
疾
患

（
指
定
難
病
）
等
受
給
者
証
を
お
持

ち
の
方
に
、見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

【
対
象
者
】

　
一
〇
月
一
日
現
在
、次
の
い
ず
れ
か

の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

▼
特
定
医
療（
指
定
難
病
）受
給
者
証

▼
長
野
県
特
定
疾
病
医
療
受
給
者
証

▼
特
定
疾
患
医
療
費
受
給
者
証

▼
小
児
慢
性
特
定
疾
医
療
費受

給
者
証

▼
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
医
療
費
受
給
者
証

【
見
舞
金
の
額
】

　

年
額　

二
万
円

【
申
請
期
限
】二
月
末
ま
で

【
申
請
・
お
問
合
せ
先
】

　

生
坂
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
六
九
‐
三
五
〇
〇

（上）ほ場内のテントで、出荷作業の傍ら直売も行う
（下）ハウスの中で紅く色づいた房は、遠目でもわかるほど
大きい。

超
大
粒
!!
今
年
も
実
っ
た
新

品
種
「
テ
ィ
ア
ー
ズ
レ
ッ
ド
」

特
定
疾
患
等
患
者
見
舞

金
支
給
に
つ
い
て

公
民
館
か
ら
開
催
行
事
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
度
初
め
て
開
催
し
ま
し
た

「
イ
ク
ラ
ン
！
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
」
を

今
年
度
も
一
一
月
二
三
日
（
月
）
勤

労
感
謝
の
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
者
数
の
制
限
、
受
付
時
間
や

ス
タ
ー
ト
時
間
の
分
散
等
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を

講
じ
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
全
戸
配
布
の
チ
ラ
シ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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松
本
保
健
福
祉
事
務
所
と
長
野
県

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
長
野
県

ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
）と
の
共

催
で『
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
』と
言
わ

れ
る
状
態
の
あ
る
方
の
ご
家
族
を
対

象
と
し
た「
家
族
教
室
」が
開
催
さ
れ

ま
す
。

◆
主
催　

松
本
保
健
福
祉
事
務
所

◆
日
程
及
び
内
容　

第
一
回
：
一
一
月
一
八
日（
水
）

　

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

建
物
で
、
解
体
工
事
等
に
よ
り
既
に

無
く
な
っ
て
い
る
場
合
で
も
、課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
と
次
の
年
度

も
課
税
対
象
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
建

物
を
課
税
台
帳
か
ら
削
除
す
る
に
は

「
建
物
滅
失
届
」
の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
今
年
の
一
月
一
日
以
降

に
建
物
を
解
体
さ
れ
た
方
は
、
一
一

月
三
〇
日
ま
で
に
住
民
課
税
務
係
へ

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
税
務
係

　

☎
六
九-

三
一
一
三

　

地
域
生
活
支
援
拠
点
等
事
業
は
、

障
が
い
児
者
の
重
度
化
・
高
齢
化
や

「
親
亡
き
後
」
を
見
据
え
、
地
域
生
活

を
支
援
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能（
相

談
機
能
、緊
急
時
支
援
、体
験
の
機
会・

場
の
提
供
、
専
門
的
人
材
育
成
の
確

保・養
成
、地
域
支
援
の
体
制
づ
く
り
）

を
整
備
し
、障
が
い
児
者
の
生
活
を
地

域
全
体
で
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
を
構
築
し
た
も
の
で
す
。

　

生
坂
村
で
は
、
松
本
圏
域
の
市
村

と
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
と

連
携
し
な
が
ら
、障
が
い
の
あ
る
方
の

生
活
を
地
域
全
体
で
支
え
る
体
制
を

整
備
し
ま
し
た
。

【
相
談
支
援
の
充
実
】※
１

　

親
亡
き
後
や
緊
急
時
の
対
応
に
活

用
す
る
台
帳
を
作
成
し
、
休
日
や
夜

間
な
ど
の
緊
急
時
の
相
談
や
必
要
な

対
応
を
し
ま
す
。

【
緊
急
対
応
の
強
化
】※
２

　

介
護
者
の
急
病
等
に
よ
り
、
在
宅

生
活
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
の
安
全

な
受
け
入
れ
先
の
確
保
を
行
い
ま
す
。

※
１
※
２
は
、日
ご
ろ
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
一
八
歳
以
上
六
五

歳
未
満
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
ひ
き
こ
も
り
の
基
本
的
な
理
解
と

家
族
の
対
応
に
つ
い
て

・
家
族
交
流
会

第
二
回
：
一
二
月
一
七
日（
木
）

・
ひ
き
こ
も
り
と
関
連
す
る
疾
患
に

つ
い
て

・
地
域
の
支
援
機
関（
相
談
窓
口
）に

つ
い
て

・
家
族
交
流
会

　

時
間
は
、い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら

三
時
三
〇
分
ま
で

◆
会
場　

松
本
合
同
庁
舎
二
階

　
　
　
　

二
〇
五
会
議
室　

◆
対
象
者

　
「
社
会
的
ひ
き
こ
も
り
」
と
さ
れ
る

状
態
に
あ
る
方
の
ご
家
族
で
、二
日
間

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
て
受
講
可

能
な
方

◆
参
加
料　

無
料

◆
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
一
一
月
四
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
健
康
づ
く

り
支
援
課
保
健
衛
生
第
一
係

　

☎
四
〇-

一
九
三
八　

◆
そ
の
他

　

ひ
き
こ
も
り
の
状
態
や
背
景
は
多

様
で
、
必
要
と
さ
れ
る
支
援
も
異
な

り
ま
す
。受
付
時
に
、ご
本
人
ご
家
族

の
状
況
を
お
聞
き
し
、状
況
に
よ
っ
て

は
他
の
相
談
に
ご
案
内
す
る
場
合
が

事
前
に
登
録
し
、
手
続
き
を
済
ま
せ

て
お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
２
は
、現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
防
止
の
た
め
実
施
を
見
合
わ

せ
て
い
ま
す
。

【
専
門
的
人
材
育
成
の
確
保
・
養
成
】

　

ど
の
よ
う
な
障
が
い
の
あ
る
方
で

も
お
住
い
の
地
域
で
安
心
し
た
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
者
の
専

門
性
の
確
保
と
養
成
を
行
い
ま
す
。

【
地
域
の
体
制
づ
く
り
】

　

多
く
の
支
援
者
が
連
携
し
、
地
域

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
円
滑
に
行

え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
し
ま
す
。

◆
相
談
窓
口

　

生
坂
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
六
九
‐
三
五
〇
〇

◆
相
談
窓
口

　

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

住
所
：
松
本
市
双
葉
四-

八

　

な
ん
ぷ
く
プ
ラ
ザ
一
階

　

☎
五
〇-

六
九
三
一

　

開
所
時
間
：
月
～
金

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
国
民
お
一
人

お
一
人
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」等
を
活

用
し
な
が
ら
、
高
齢
期
の
生
活
設
計

に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
日
」と

し
て
、一
一（
い
い
）月
三
〇（
み
ら
い
）

日
を「
年
金
の
日
」と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

や「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を

確
認
し
、未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金

記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、将
来
の
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、ご
自
身
の

年
金
記
録
を
基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン

の
試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
松
本
年
金
事

務
所（
☎
三
一-

五
一
五
〇
）に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

建
物
を
取
り
壊
さ
れ
た

方
へ

「
ひ
き
こ
も
り
家
族
教

室
」
の
ご
案
内

地
域
生
活
支
援
拠
点
等

事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

一
一
月
三
〇
日
は
「
年
金

の
日
」
で
す
！

あ
り
ま
す
。

親が急に入院
しちゃった…
どうしよう ひとり暮らし

してみたいな
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長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
高
齢
者
の
方
の
健
康
づ
く

り
事
業
の
一
環
と
し
て
歯
科
口
腔
健

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
こ
ん
だ
り
、

の
ど
に
つ
か
え
た
り
す
る
こ
と
が
多

く
な
り
、こ
れ
が
原
因
で
誤
嚥
性（
ご

え
ん
せ
い
）肺
炎（
細
菌
が
唾
液
や
胃

液
と
共
に
肺
に
流
れ
込
ん
で
生
じ
る

肺
炎
で
す
。）
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

お
口
の
健
康
は
、
身
体
の
健
康
へ

の
第
一
歩
で
す
。固
い
も
の
が
食
べ
に

く
い
、入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、特
に
自

覚
症
状
は
な
い
が
、
お
口
の
状
態
を

確
認
し
た
い
方
な
ど
、
費
用
は
無
料

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象
者　

・
昭
和
一
九
年
四
月
一
日
～
昭
和

二
〇 

年
三
月
三
一
日
生
ま
れ
の
被

保
険
者（
令
和
元
年
度
に
七
五
歳

　

被
保
険
者
証

　

お
薬
手
帳（
無
い
場
合
は
、
不
要

で
す
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合　

業
務
課　

給
付
係

☎
〇
二
六-

二
二
九-

五
三
二
〇

　

住
宅
は
世
代
交
代
や
住
居
者
の
移

転
な
ど
で
空
き
家
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

空
き
家
を
放
置
す
る
と
様
々
な
問

題
が
生
じ
、持
ち
主
だ
け
で
な
く
、ご

近
所
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
の

で
、住
ん
で
い
る
時
か
ら
将
来
、空
き

家
に
な
っ
た
時
の
対
応
を
決
め
て
お

き
、
権
利
関
係
や
登
記
の
変
更
、
相

続
等
に
つ
い
て
早
め
に
準
備
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

◆
空
き
家
で
お
困
り
の
方
へ

・
空
き
家
を
管
理
し
た
い（
周
り
に

迷
惑
を
か
け
ず
、
そ
の
ま
ま
残
し

た
い
）

の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
）

・
昭
和
一
五
年
四
月
一
日
～
昭
和

一
九
年
三
月
三
一
日
生
ま
れ
の
被

保
険
者（
令
和
元
年
度
に
七
六
～

七
九
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
方
）

の
う
ち
、
直
近
で
生
活
習
慣
病
に

係
る
受
診
を
さ
れ
た
経
歴
が
あ

り
、
か
つ
、
令
和
元
年
度
に
歯
科

医
療
の
受
診
が
な
か
っ
た
方

◆
案
内
通
知
な
ど

　

六
月
下
旬
に
対
象
者
に
対
し
、
案

内
通
知
と
受
診
券
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

◆
健
診
期
間

　

令
和
二
年
七
月
一
日（
水
）か
ら

　

令
和
二
年
一
二
月
三
〇
日（
水
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
期
間
を
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
健
診
費
用　

無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な
場
合

は
、
そ
の
治
療
費
は
本
人
負
担
と

な
り
ま
す
。

◆
対
象
医
療
機
関　

　

県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科
医
院

（
一
部
の
病
院
を
除
く
）

◆
予
約
方
法　

　

対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　

受
診
券

・
空
き
家
を
賃
貸
・
売
買
し
た
い（
誰

か
に
使
っ
て
も
ら
い
た
い
）

・
空
き
家
を
解
体
し
た
い（
住
宅
を

壊
し
て
、土
地
活
用
）

　

長
野
県
空
き
家
対
策
支
援
協
議
会

が
空
き
家
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　

詳
し
く
は
以
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
あ
る

相
談
窓
口
一
覧
か
ら
、
最
寄
り
の
連

絡
先
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.akiyashien-

nagano.com
/soudan.htm
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◆
問
い
合
わ
せ

　

県
庁
建
築
住
宅
課

　

☎
〇
二
六-

二
三
五-

七
三
三
九

　

相
続
や
贈
与
に
関
す
る
各
種
手
続

き
、
成
年
後
見
制
度
に
対
す
る
悩
み

を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
解
決
で
き
る
相

談
会
を
、長
野
県
司
法
書
士
会
と（
公

社
）成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー

ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
長
野
が
協
力
し
て
開

催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時　

令
和
二
年
一
一
月
一
九
日

（
木
）
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
午
後

四
時
三
〇
分

◆
場
所　

松
本
商
工
会
館（
六
階
会

議
室
）

◆
相
談
料　

無
料

◆
予
約　

電
話
に
よ
る
予
約
が
必
要

◆
予
約
先　

長
野
県
司
法
書
士
会
事

務
局

◆
相
談
例　

・
生
前
に
土
地
を
整
理
し
て
お
き
た

い
・
子
ど
も
が
い
な
い
場
合
の
相
続

・
子
ど
も
た
ち
が
相
続
し
な
い
と

い
っ
て
い
る

・
親
が
認
知
症
に
な
り
通
帳
の
管
理

が
で
き
な
い　

等

◆
予
約
・
問
合
せ
先

　

長
野
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

☎
〇
二
六-

二
三
二-

七
四
九
二

歯
科
口
腔
健
診
は
お
済

み
で
す
か
？ 

～
後
期
高

齢
者
歯
科
口
腔
健
診
～

空
家
に
関
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す

司
法
書
士
に
よ
る
相
続
・

贈
与
・
成
年
後
見
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
無
料
相
談
会

◆
お
悔
や
み

　

申
し
上
げ
ま
す
◆

中
村 

い
わ
子 

さ
ん（
84
歳 

小
立
野
）

松
澤 

よ
し
子 

さ
ん（
95
歳 

宇
留
賀
）

曽
根
原
加か

成な
る

ち
ゃ
ん（
9
月
13
日
生
）

晴
樹
・
陽
子
さ
ん
（
上
生
坂
）

★
お
め
で
と
う

　
　

 

ご
ざ
い
ま
す
★
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令和2年度
百歳・白寿・米寿の

お祝い

の
方
は
一
〇
五
歳
の
男
性
、
続
い
て

一
〇
三
歳
の
女
性
で
、
ほ
か
に
百
歳

以
上
の
女
性
が
一
名
お
り
、
お
祝
い

の
対
象
者
も
含
め
て
百
歳
以
上
の
方

が
合
計
五
名
（
男
性
一
名
・
女
性
四

名
）
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

幾
歳
月
苦
難
の
年
月
を
乗
り
越
え
、

長
年
に
わ
た
っ
て
地
域
に
貢
献
し
、

郷
土
生
坂
を
愛
し
、
家
族
を
守
っ
て

こ
ら
れ
た
皆
様
。
こ
れ
か
ら
も
健
康

に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
末
永
く
お
歳

を
重
ね
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
の
お
祝
い
の
対
象
者
は
、

百
歳
の
方
が
二
名
、
白
寿
の
方
が
三

名
、
米
寿
の
方
が
二
三
名
で
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

「
い
く
さ
か
敬
老
の
日
」
の
式
典
が

開
催
見
送
り
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
記
念
品
の
贈
呈
は
対
象
者
そ

れ
ぞ
れ
個
別
に
お
渡
し
す
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
う
ち
米
寿
の
方
四
名
の

お
宅
へ
九
月
二
一
日
の
敬
老
の
日
に

村
長
が
訪
問
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
〇
月
一
日
現
在
の
村
内
最
高
齢

森野  輝
てる

葉
は

 ちゃん（1歳）
大日向／二三子さん

お外遊びが　　大好き♡♡

こんげつの

いい顔


